
 

 

 

〔様式第１３号〕 

〔制限付き一般競争入札〕 

質 疑 応 答 書 

 

工事名 仙台市鶴ケ谷第二市営住宅団地再整備事業（第一工区）１棟新築工事   

 

整理番号 ２２０５１０４１５ 

質  問  事  項 回     答 

１．起工式、上棟式は行わないと考えて宜し

いでしょうか｡ 

宜しいです。 

２．現状地盤について杭打ち重機は走行可能

で転倒防止用地盤補強等の対策は不要と考

えて宜しいでしょうか。また、必要と判断さ

れた場合は別途設計変更の対象と考えて宜

しいでしょうか。 

宜しいです。 

３．A-1-06 ⑪ｽﾘｰﾌﾞ ※溶融亜鉛めっき鋼管

となっております。人通孔、連通管、連通管

も鋼管でしょうか。 

人通孔は円柱(ボイド) 型枠、連通管は VP管 

です。 

４．A-1-08 別途工事業者（電気､機械設備)

用の躯体貫通ｽﾘｰﾌﾞ補強の径、数量が不明で

す。 

地中梁 150Φ16 ヶ所・200Φ14 ヶ所、壁 150

Φ8ヶ所・200Φ10ヶ所、床 150Φ100 ヶ所・

200Φ83 ヶ所、梁 100Φ174 ヶ所・150Φ244

ヶ所です。 

５．A-1-08 別途工事業者（電気､機械設備)

用の軽量鉄骨壁開口部補強のｻｲｽﾞ、数量が不

明です。 

該当はありません。 

６．A-1-08 別途工事業者（電気､機械設備)

用の軽量鉄骨天井開口部補強のｻｲｽﾞ、数量が

不明です。御指示願います。 

200☓200 82 ヶ所、300☓300 82 ヶ所、350

☓350 82ヶ所です。 

７．A-1-17,A-1-34 「外部金物･その他」区

分表、各ﾀｲﾌﾟ平面詳細図にて多目的ｽﾘｰﾌﾞは

設備工事となってます。公開数量内訳書 P72、

P140に多目的ｽﾘｰﾌﾞが計上されていますが別

途工事と解釈して宜しいでしょうか。 

2K、4K の室内間仕切壁部分は建築工事で

す。（平面詳細図（A-1-37,A-1-39）に記載し

ています）。他は別途設備工事です。 

注１ この質疑応答書は、設計図書等に対して質問がある場合（見積りに必要な事項に限

る。）に提出してください。会社名を記入する必要はありません。 

 



 

 

 

〔様式第１３号〕 

〔制限付き一般競争入札〕 

質 疑 応 答 書 

 

工事名 仙台市鶴ケ谷第二市営住宅団地再整備事業（第一工区）１棟新築工事   

 

整理番号 ２２０５１０４１５ 

質  問  事  項 回     答 

８．公開数量内訳書に計上されている数量は

建築工事の場合ですがﾊﾞﾙｺﾆｰ側か共用廊下

側かご指示ください。 

ご質問の多目的スリーブについては、本回答

7 を参照して下さい。 

９．A-1-18 ｻｯｼ額縁の化粧ｼｰﾄ貼りの仕様が

不明です。ｵﾚﾌｨﾝｼｰﾄ貼りでしょうか。 

ｵﾚﾌｨﾝｼｰﾄ貼りです。 

10．A-1-18 ｻｯｼ額縁木製の樹種は何でしょ

うか。 

MDF です。 

11．A-1-18,A-1-38,A-1-61 ｷｯﾁﾝ壁ですが仕

上げ表ではﾒﾗﾐﾝ化粧板ですが各ﾀｲﾌﾟ平面詳

細図、展開図,ｷｯﾁﾝ詳細図では化粧ｹｲｶﾙ板と

相違しております。仕上表のﾒﾗﾐﾝ化粧板(ｱｲ

ｶ工業ｾﾗｰﾙ同等品）で宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

12．A-1-54 木製建具枠(額縁)についてｼｰﾄ

貼りの仕様が不明です。ｵﾚﾌｨﾝｼｰﾄ貼りでしょ

うか？ 

ｵﾚﾌｨﾝｼｰﾄ貼りです。 

13．A-1-54 枠(額縁)木製の樹種は何でしょ

うか。 

MDF です。 

14．A-1-54 木製建具についてｼｰﾄ貼りの仕

様が不明です。 

ｵﾚﾌｨﾝｼｰﾄ貼りです。 

注１ この質疑応答書は、設計図書等に対して質問がある場合（見積りに必要な事項に限

る。）に提出してください。会社名を記入する必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

〔様式第１３号〕 

〔制限付き一般競争入札〕 

質 疑 応 答 書 

 

工事名 仙台市鶴ケ谷第二市営住宅団地再整備事業（第一工区）１棟新築工事   

 

整理番号 ２２０５１０４１５ 

質  問  事  項 回     答 

15．S-07 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ柱状図から水位が読めま

せん。湧水処理は釜場工法で処理出来るもの

と考えて宜しいでしょうか。想定以上の湧水

が有った場合の工法変更に要する費用は設

計変更協議の対象と考えて宜しいでしょう

か。 

地質調査では、地下水位は確認されていませ

んが、想定外の事象については、別途協議と

なります。 

16．公開数量内訳書の下記 1式項目の別紙明

細の開示をお願いします。 

・P14：墜落制止用器具費 

・P20、P80：ｺﾝｸﾘｰﾄ温度補正 

・P20、P80：ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 

・P19、P79：梁貫通孔補強 

・P42、P106：軽量鉄骨壁開口部補強 

・P42、P106 軽量鉄骨天井開口部補強 

墜落制止用器具費、ｺﾝｸﾘｰﾄ温度補正、ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ打設手間については、公共建築工事積算基

準等資料（令和 4年改訂）及び公共建築工事

内訳標準書式（建築工事編）に基づき一式計

上としているため、開示しておりません。 

なお、上記以外の項目については 

梁貫通孔補強：15.8ｔ（設計数量） 

軽量鉄骨壁開口部補強：925か所 

軽量鉄骨天井開口部補強：別途工事業者（電

気､機械設備)用の軽量鉄骨天井開口部補強

は本回答 6を参照して下さい。電気、機械設

備以外の軽量鉄骨天井開口部補強について

は内訳書に記載のとおりです。 

注１ この質疑応答書は、設計図書等に対して質問がある場合（見積りに必要な事項に限

る。）に提出してください。会社名を記入する必要はありません。 

 


